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【公開番号】特開2014-185399(P2014-185399A)
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【年通号数】公開・登録公報2014-054
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【国際特許分類】
   Ｄ０６Ｐ   1/44     (2006.01)
   Ｄ０６Ｐ   3/79     (2006.01)
   Ｄ０６Ｐ   5/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  51/06     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 255/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   7/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｄ０６Ｐ    1/44     　　　Ｊ
   Ｄ０６Ｐ    3/79     　　　Ａ
   Ｄ０６Ｐ    5/00     　　　Ｄ
   Ｃ０８Ｌ   51/06     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   23/00     　　　　
   Ｃ０８Ｆ  255/00     　　　　
   Ｃ０８Ｊ    7/04     ＣＥＳＢ

【手続補正書】
【提出日】平成28年3月10日(2016.3.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリオレフィン（Ａ）、不飽和（ポリ）カルボン酸（無水物）（Ｂ）および１個の重合
性不飽和基を有する有機スルホン酸（塩）（Ｃ）を構成単位とする共重合体（Ｘ）を含有
してなるポリオレフィン樹脂用染色性向上剤（Ｋ）。
【請求項２】
　さらに、構成単位に脂肪族不飽和炭化水素（Ｅ）を加えてなる請求項１記載の染色性向
上剤。
【請求項３】
　（Ｘ）のスルホン酸（塩）基含量が、０．０１～６モル／ｋｇである請求項１または２
記
載の染色性向上剤。
【請求項４】
　（Ｘ）が、（Ａ）を幹、（Ｂ）および（Ｃ）、もしくは（Ｂ）、（Ｃ）および（Ｅ）の
共重合体を枝とするグラフト共重合体である請求項１～３のいずれか記載の染色性向上剤
。
【請求項５】
　ラジカル開始剤（Ｄ）の存在下で、（Ａ）、（Ｂ）および（Ｃ）、もしくは、（Ａ）、
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（Ｂ）、（Ｃ）および（Ｅ）を共重合させてなる請求項１～４のいずれか記載の染色性向
上剤。
【請求項６】
　（Ａ）が、炭素数１，０００個当たり０．１～２０個の二重結合を有する請求項１～５
のいずれか記載の染色性向上剤。
【請求項７】
　（Ａ）、（Ｂ）および（Ｃ）の合計重量に基づく含有量が、（Ａ）が３０～９８％、（
Ｂ）が０．０３～５０％、（Ｃ）が０．６～６５％である請求項１～６のいずれか記載の
染色性向上剤。
【請求項８】
　（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）および（Ｅ）の合計重量に基づく（Ｅ）の含有量が、５～６５
％である請求項２～７のいずれか記載の染色性向上剤。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか記載の染色性向上剤（Ｋ）およびポリオレフィン樹脂（Ｆ）を
含有してなる可染性ポリオレフィン樹脂組成物。
【請求項１０】
　（Ｋ）と（Ｆ）の重量比が、０．１／９９．９～５０／５０である請求項９記載の組成
物。
【請求項１１】
　請求項９または１０記載の組成物を成形した成形品。
【請求項１２】
　さらに、請求項１１記載の成形品をカチオン染色した成形品。
【請求項１３】
　請求項１１または１２の成形品にさらに塗装および／または印刷を施してなる成形物品
。
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